（各課様式１）

予算要求資料
平成３０年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：企画調査費　　　
	事業名　魅力発信事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　現代陶芸美術館　総務部　管理調整係　電話番号：0572-28-3100（内103）

　　　　　　　　　E-mail：c21802@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　    ３，６４７千円（前年度予算額：３，６５４千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産
収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	3,654
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,654

	要求額
	3,647
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,647

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・岐阜県現代陶芸美術館は東濃の地にあって地元に根付いたやきものに特化した美術館であるが、世界の現代陶芸を収集する特色ある美術館でもある。その魅力をやきもの愛好家に限らずより広く紹介するために、幅広いジャンルから講師を呼び、講演会・対談、ワークショップなどを行うことによって、近隣のみならず遠方から新しい来館者を集め、観光振興に努める。

（２）事業内容

　　①講演会・対談

　　　陶芸を歴史・文化のより広い観点や、他ジャンルとの交流などから捉えるために、各方面の専門家を呼んで講演会・対談を行う。

　②ワークショップ

　　　美術家、音楽家、デザイナー等、陶芸以外のジャンルから講師を呼び、美術館の施設や作品を使ってワークショップを行う。

③所蔵品の活用展示
　　　ワークショップ、講演会にちなんで関連作品の展示を行ない、事業の魅力を知らせて誘客をはかる。
（３）県負担・補助率の考え方

（４）類似事業の有無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	人件費
	250
	講師謝金

	旅費
	333
	講師費用弁償

	需用費
	35
	消耗品購入等

	役務費
	48
	郵送料

	使用料
	194
	会場借上料

	委託料
	2,787
	印刷物等作成委託

	その他
	
	

	合計
	3,647
	


	　決定額の考え方　




事業評価調書（県単独補助金除く）
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　・何をいつまでにどのような状態にしたいのか

「ぶらり立ち寄る」県民の憩いの場となる美術館を目指して、地域振興・観光誘客に貢献する。

　これまで、陶芸の魅力を広く周知させるために陶磁器に関わる様々な催事を開催してきたが、新たな文化振興、誘客をはかるべく、多様なジャンルとの交流をテーマに講演会やワークショップ等を行い、近隣のみならず遠方から新しい来館者を集めて、陶芸のの魅力を広く拡散させることを目的とする。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業
開始前
	指標の推移
	現在値

(前々年度末時点)
	目　標
	達成率

	入場者数
	（H  ）
	17,451
（H26）
	46,248
（H27）
	33,373
（H28）
	31,387
（H30）
	106.3％



○指標を設定することができない場合の理由
	



（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

①講演会・対談

「江戸曼荼羅としての北斎漫画」

橋本麻里（公益財団法人永青文庫副館長、ライター・エディター）

「1960年代のアートシーン」

対談：建畠晢（美術評論家、埼玉県立近代美術館館長）×谷新（美術評論家）

「「その土地らしさ」について考える」

対談：濱田琢司（南山大学 人文学部日本文化学科教授）×ナガオカケンメイ（デザイン活動家、D&DEPARTMENTディレクター）

②
ワークショップ

「体験！発見!! 鉱物の不思議な世界」

宮脇律郎（国立科学博物館 地学研究部長）

「黒髪の美しさを探る―歌麿時代の燈籠鬢・つぶし島田―（髪型の解説と結髪実演）」

解説：村田孝子（ポーラ文化研究所シニア研究員）結髪：林照乃（結髪師）




（前年度の成果）
	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　・全国に発信できる魅力ある事業を行なうことによって、当施設の存在を広く知らせることが、岐阜県と県の誇る文化、地場産業のPRにつながる。

・陶芸と他ジャンルとを結びつけることによって、これまで訪れたことのない新しい来館者を集め、陶芸文化に接してもらう機会を作ることができる。

・様々な視点からやきものを捉え、やきものが常に社会や文化、生活と深く結びついていることを深く理解する機会となる。

・多ジャンルの研究者を呼ぶことで、陶芸の専門館である当館と将来的に幅広い交流のきっかけを作ることができる。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
　○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)

　〇

	・世界の陶磁器を有する当館の特性を、様々なジャンルとの交流を通して広くPRする必要がある。

・作品の展示のみでは、ただ来館者を待つという受け身的な催しとなるため、さまざまな短期事業により、来館者の目を展示、しいては陶磁器の文化に向けることが必要である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

〇

	他館への恵贈依頼や資料の活用を望む作家遺族からの寄贈などにより資料の充実が進み、来館者からの質問への対応にも有効である。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)

〇

	・平成29年度は、年度全体に各事業を配したが、公開制作等のパフォーマンス系の催事は前年度に続いて開催が難しい。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
・事業が直面する課題や改善が必要な事項

・開催が難しい上、経費がかかるタイプの催物を見直し、講演会やワークショップのタイプの催物について、一般の人々の関心をリサーチしながら、広い視野で内容の充実を図ることが必要である。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

・常に新しい情報を収集しながら、陶芸と異ジャンルとの交流を継続的に行うことによって、より広いネットワークを形成し、新たなネットワークを生かして次なる事業を計画、継続していく。

・講演会とワークショップを中心に、より魅力的な催物の企画に勤める。


